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（1） 私たちが大切にしたいマネジメントの姿勢 

◆人間性を尊重した職場づくり 

◆現地・現物に基づくモノづくり 

◆たゆまぬ改善 

◆双方向のコミュニケーション 

（2）製品・サービスづくりにおいて私たちが意識すること 

◆安全な職場が良いモノづくりの出発点 

◆品質は信頼の源 

◆原価を意識したモノづくり 

◆社会やお客様のニーズを先取りする技術 

◆リスク管理 

◆事業継続（BCP） 

（3）製品・サービスの生産プロセスにおける基本姿勢 

１）コンプライアンス 

＜法令とその精神の遵守＞ 

＜機密情報の適正な管理＞ 

＜知的財産の尊重と保護＞ 

＜公正な競争の維持＞ 

＜輸出入に関する適正な管理＞ 

＜腐敗防止・透明な取引＞ 

＜反社会的勢力との関係断絶＞ 

＜不正会計の禁止＞ 

２）人権・労働 

＜人権への取り組み＞ 

＜相談体制と救済＞ 

＜多様性の尊重・差別・ハラスメントの禁止＞ 

＜ハラスメント防止＞ 

＜児童労働・強制労働の禁止＞ 

＜公正な賃金と労働時間＞ 

＜結社の自由と意見表明＞ 

＜安全で健康的な職場づくり＞ 

３）環境 

＜環境マネジメントの推進＞ 

＜温室効果ガス削減＞ 

＜水資源の保全＞ 

＜循環型社会への貢献＞ 

＜化学物質の適正管理＞ 

＜自然との共生＞ 
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４）責任ある資源・原材料調達 

５）地域・グローバル社会 

＜地域への貢献＞ 

＜情報開示と対話＞ 

６）技術開発活動 

＜基本方針＞ 

＜コミットメント＞ 

７）安全性の追求と製品の品質 

＜基本方針＞ 

＜コミットメント＞ 
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白金鍍金工業は、ものづくりを通して、環境にやさしく、人々が安心して暮らせる社会の実現を目指

しています。環境への配慮を徹底するのはもちろん、持続可能な未来づくりにも力を入れていきます。 

 

（1）私たちが大切にしたいマネジメントの姿勢 

白金鍍金では、ものづくりの現場における日々の取り組みの中で、 

次の姿勢を共有・実践していきます。 

 

◆人間性を尊重した職場づくり 

私たちは、お互いを信頼し合い、安心して働ける職場環境を整えることを大切にしています。 

一人ひとりの成長を支え合い、仲間を育てる風土を育んでいきます。 

また、教育・研修などを通じて従業員の能力開発と人材育成を継続的に推進します。 

 

◆現地・現物に基づくモノづくり 

「現場を見て、現物を確認する」姿勢を徹底し、事実の背後にある本質（真因）を 

見極めることが重要です。 

本質に向き合い、素早く合意し、決断し、そして全力で実行していく姿勢を 

私たちは重視します。 

 

◆たゆまぬ改善 

日々の業務の中に改善のヒントがあります。 

現状に満足せず、常により良い方法を探り続け、進化・革新に挑みます。 

 

◆双方向のコミュニケーション 

良い製品づくりには、職場や部門を越えた「双方向の対話」が欠かせません。 

立場や役職に関係なく、オープンで率直に話し合い、納得のうえで進めていく関係を 

大切にします。 

 

【関連文書】 
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白金鍍金では、お客様の期待に応える製品・サービスを「高品質に」「適正な価格で」「タイムリーに」、

そして「安定的に」お届けすることを目指しています。 

そのために、日々の業務で次の点を意識していきます。 

 

◆安全な職場が良いモノづくりの出発点 

モノづくりを担うのは“人”です。 

だからこそ、安心して働ける職場づくりが、品質にも直結すると考えます。 

安全・健康な環境づくりに、全員で取り組みます。 

 

◆品質は信頼の源 

「品質はすべての前提である」という意識を持ち、「品質第一」のものづくりを実践します。 

お客様が“白金鍍金の製品だから安心”と思っていただけるよう、丁寧な仕事を積み重ねていき 

ます。私たちは、「必要なものを、必要な時に、必要なだけ」お届けすることを目指しています。 

その実現のため、工程準備から納入まで、連携とスピードを意識した対応を心がけます。 

 

◆原価を意識したモノづくり 

品質を守りつつ、コスト競争力を高めることも大切なミッションです。 

そのためには、無駄を見つけて減らし、創意工夫を持って改善を重ねていく努力が必要です。 

こうした継続的なものづくり改善と技術力向上を通じて、当社の競争力強化に取り組みます。 

 

◆社会やお客様のニーズを先取りする技術 

安全・環境・快適性など、社会から求められる価値は日々変化しています。 

私たちは、その変化を敏感に捉え、技術力を磨き、誰もが手に取れるかたちで実現していきます。 

 

◆リスク管理※１ 

自然災害、安全衛生、品質、環境、サイバー攻撃など、事業活動に影響を及ぼす 

様々なリスクに対し、組織的なリスク管理を徹底し、未然防止に努めます。 

また、危機発生時には迅速に対応し、被害を最小限にとどめる体制の整備と 

継続的な改善に取り組みます。 

 

◆事業継続（BCP）※２ 

自然災害、事故、感染症の拡大、サイバー攻撃などの緊急事態が発生した場合でも、 

重要な事業活動を継続または早期に復旧できるよう、事業継続計画（BCP）の整備・ 

見直しを行い、対応体制の強化に取り組みます。 

 

【関連文書】 

※１：リスク管理規程、統合マニュアル 

※２：リスク管理規程、東海地震発生時の緊急対応手順書、統合マニュアル 
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私たち自身の社内体制として、以下の視点を日常業務の中で実践していきます。 

また、当社が関わるパートナーや協力会社にも、こうした取り組みの考え方を共有し、 

より良いバリューチェーンの構築を目指します。 

 

取引先におけるサステナビリティ活動の実態把握に努め、必要に応じて啓発や支援を行い、 

サプライチェーン全体での持続可能性向上を目指します。 

 

当社はサステナビリティ活動を推進するため、全社方針のもと体制整備、行動指針の策定および 

教育等の仕組みを構築し、継続的に運用・改善します。 

 

 

・人権・労働の尊重 

・安全と健康の確保 

・環境への配慮 

・法令・ルールの遵守 

・倫理的なビジネス行動 

・サプライチェーン全体での持続可能性への取り組み 

 

【関連文書】 
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＜法令とその精神の遵守＞※1 

・従業員のみならず、取引先・パートナーからも利用可能な通報・相談窓口を整備し、 

通報者の秘密保持および不利益取扱いの禁止を徹底します。 

・各国・各地域の法令およびその精神を正しく理解し、遵守します。 

・コンプライアンスの徹底のために、方針・体制・行動指針・教育等の仕組みを整え、 

着実に実施します｡ 

 

＜機密情報の適正な管理＞※2 

・自社の営業秘密をはじめとする機密情報を厳重に管理し、適切に取り扱います。 

・他社の機密情報についても、正当な手段で取得し、定められた範囲内でのみ使用し、 

機密保持と権利尊重に努めます。 

・個人情報は正当な方法で取得し、厳格に管理したうえで、適切な範囲で利用し、保護します。 

・サイバーセキュリティ対策を含めた情報セキュリティ管理を徹底し、不正アクセス、 

情報漏えい、データ改ざん等の防止に努めます。 

 

＜知的財産の尊重と保護＞ 

・自社の知的財産を守り、不正利用や侵害を防ぎます。 

・他社の知的財産（特許・商標・著作物など）についても、不正に取得・使用せず、 

権利を尊重します。 

・技術開発や製品開発においては、他社知的財産権の事前調査を行い、侵害の予防と 

自社技術の保護に努めます。 

 

＜公正な競争の維持＞ 

・各国の競争法を遵守し、私的独占、カルテル、談合、不当な取引制限などの 

不正行為を行いません。 

 

＜輸出入に関する適正な管理＞ 

・輸出入に関連する各国・地域の法令に従い、対象製品および技術について該非判定を 

実施し、輸出入管理責任者を定めて必要な手続き管理を行います。 

・法改正時には速やかに社内基準へ反映します。 

 

＜腐敗防止・透明な取引＞ 

・腐敗行為を禁止する各国・地域の法令を遵守し、政治・行政との関わりでは、 

透明かつ公正な関係づくりに努めます。 

・顧客・仕入先及びその他のビジネスパートナーとの関わりでは、不当な利益・優遇措置の 

取得・維持を目的に、接待、贈答、金銭の授受および供与は行いません。 
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＜反社会的勢力との関係断絶＞※3 

・反社会的勢力およびそれに関係する団体・個人との関係を一切遮断します。 

・不当な要求に対しては毅然として対応し、必要に応じて警察等の関係機関と連携します。 

・取引先についても、反社会的勢力との関係がないことを確認し、健全な取引関係を維持します。 

 

＜不正会計の禁止＞ 

・不正な取引や不正な会計処理（簿外取引や架空取引など）またはその誤解を与えるような 

行為を行いません。  

・取引および資産の処分について、合理的に詳細で、正確かつ事実を反映した会計記録 

（帳票・帳簿等）を作成し、保存します。 

 

【関連文書】 

※1：コンプライアンス規程 

※2：秘密情報管理規程、秘密保持誓約書、取引基本契約書、情報機器利用ルール、就業規則 

※3：反社会的勢力排除に関する基本方針、反社会的勢力排除規程、秘密保持誓約書 
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「白金鍍金工業人権方針」に基づき、全ての従業員が人権を尊重した行動を実践します。 

 

＜人権への取り組み＞※1 

・当社は、自らが人権侵害に直接的または間接的に加担しないことを明確にし、事業活動 

およびサプライチェーンにおいて人権侵害を助長・黙認しない体制を構築します。 

・世界人権宣言などの国際基準を尊重し、国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」に 

従います。 

・人権デューデリジェンス※を導入し、影響の特定・予防・軽減の取り組みを継続的に 

実施します。 

※人権への負の影響を特定、予防、軽減するために実施されるプロセス 

・取り組みの進捗は定期的に確認し、情報公開を行います。 

 

＜相談体制と救済＞ 

・国内外の相談窓口の整備・充実を進め、効果的な救済メカニズムを構築します。 

 

＜多様性の尊重・差別・ハラスメントの禁止＞※2 

・採用・昇進・報酬などすべての雇用※において、いかなる差別も許しません。 

※上記以外に応募、異動、教育を受ける権利、業務付与、賃金、福利厚生、懲罰、解雇、退職等 

において、性別、年齢、国籍、人種、民族や出身、信条、宗教、性的指向、性自認、障がい、 

傷病の有無。配偶者や子の有無、妊娠等が対象 

・ダイバーシティ＆インクルージョン※を経営の基盤として推進します。 

※ダイバーシティ（Diversity）＝多様性 

→ 年齢・性別・国籍・障がいの有無・宗教・性的指向・価値観など、さまざまな違いを 

認め合うこと。 

インクルージョン（Inclusion）＝包摂・受容 

→ その多様な人たちが、平等に参加し活躍できる環境を整えること。 

 

＜ハラスメント防止＞※3 

・あらゆる形態のハラスメントを禁止し、報告・対応・防止策を徹底します。 

・従業員が報復を恐れずに安心して相談できる環境を整えます。 

 

【関連文書】 

※1：白金鍍金工業人権方針 

※2：ハラスメント防止規程、就業規則 

※3：通報・相談窓口（内部及び外部あり） 通報・相談窓口⇒ 
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＜児童労働・強制労働の禁止＞※1 

・各国・地域の法令で定められた就労可能年齢に達しない児童の労働は認めません。 

・また、18歳未満の労働者による危険有害業務への従事も認めません。 

・職業訓練や見習いについては、各国法令で認められた範囲内でのみ就労を認めます。 

・すべての労働は自発的であること、および従業員が自由に離職できることを確実に保証します。 

・暴力、脅迫、債務等によるあらゆる強制労働や、人身取引を含むいかなる形態の現代奴隷も 

認めません。 

・採用において本人の自由意思を尊重し、不当な手数料や証明書の没収を行いません。 

・外国人労働者の受け入れにあたっては、各国・地域の法令を遵守し、公的身分証明書や 

労働許可証の不当な保持を行いません。 

・また、採用手数料等、国際的に不当とされる費用を本人に負担させません。 

 

＜公正な賃金と労働時間＞※2 

・各国の法令に基づき、適切な賃金支払・福利厚生・労働時間の管理を行います。 

・給与明細は明確かつ適時に提供します。 

 

＜結社の自由と意見表明＞ 

・従業員の団結権・団体交渉権などを尊重し、自由な意見表明を保障します。 

・従業員との対話を重視し、意見や提案を職場改善や組織運営に活かしていきます。 

 

＜安全で健康的な職場づくり＞※３ 

・定期健康診断、ストレスチェック、産業医面談等を実施し、従業員の心身の 

健康維持・増進に取り組みます。 

・労働災害の未然防止のため、安全衛生委員会活動およびリスクアセスメントを 

継続的に実施します。 

・職場の安全・健康を最優先に、事故の予防と従業員の健康づくりを推進します。 

 

【関連文書】 

※1：コンプライアンス規程 

※2：就業規則 

※3：就業規則 
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＜環境マネジメントの推進＞※１ 

・持続可能な社会の実現を目指し、法令を遵守した環境マネジメントを継続的に改善します。 

 

＜温室効果ガス削減＞ 

・カーボンニュートラルに向けて、製品や工程の見直し、省エネ・再生可能エネルギー導入など 

の対策を進めます。 

・全ての事業活動を通じてカーボンニュートラルの実現に向けて、サプライチェーン全体で 

排出量の把握・情報開示を進めるとともに、省エネルギー、設備改善、再生可能エネルギー 

導入などに取り組みます。 

 

＜水資源の保全＞ 

・各地域の水環境への影響を評価し、使用量の削減や排水管理に取り組みます。 

・排水については、関係法令および自社基準を遵守し、適切な処理と管理を徹底します。 

 

＜循環型社会への貢献＞ 

・資源の有効活用、再生材の利用、適切なリサイクル設計を製品開発に取り入れます。 

 

＜化学物質の適正管理＞ 

・法令を遵守し、禁止物質の不使用や行政報告を含め、化学物質の安全管理を徹底します。 

 

＜自然との共生＞ 

・生物多様性を尊重し、人と自然が共に生きる社会づくりに貢献します。 

・事業活動が生態系へ与える影響に配慮し、生物多様性の保全に努めます。 

※環境に関する詳細は、各国・各地域のグリーン調達ガイドラインを参照のこと 

 

【関連文書】 

※1：統合マニュアル 
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４）責任ある資源・原材料調達 
施行日 2026年 4月 1日 
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・紛争鉱物やコバルトなど、人権・環境への影響が懸念される原材料の使用については 

慎重に対応し、必要に応じて使用を回避します。 

・サプライヤーにも当社のサステナビリティの考え方を共有し、責任ある調達活動を推進します。 

 

【関連文書】 
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＜地域への貢献＞ 

・各地域の課題に寄り添い、社会貢献活動を通じて持続可能な地域づくりを目指します。 

 

＜情報開示と対話＞ 

・環境・社会・ガバナンス（ESG）に関する情報を含め、経営・環境・社会貢献に関する情報を 

継続的かつ公正に開示し、ステークホルダーとの相互理解と信頼関係の構築に努めます。 

 

【関連文書】 
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私たちは表面処理技術を軸に、未来を支える製品の開発に取り組んでいます。 

 

＜基本方針＞ 

・白金鍍金は、安全性と高品質を両立した製品・サービスをタイムリーに提供します。 

・市場動向、法規制、環境要求の変化を定期的に分析し、技術開発テーマへ反映します。 

・開発段階においてリスク評価および法規適合確認を実施します。 

・常に時代のニーズを先取りし、最先端技術の開発を積極的に推進します。 

・技術開発においては、関係法令やパートナーとの契約を遵守し、第三者の知的財産や 

機密情報を不正に利用することは決して行いません。 

 

＜コミットメント＞ 

・顧客のニーズと信頼に応える“ものづくり”を追求します。 

・技術開発パートナーとは、互いに敬意と信頼をもって協働します。 

・製品開発のあらゆる段階で、他者の知的財産を尊重します。 

 

【関連文書】 
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私たちは、すべての製品に「安心」と「信頼」を届けることを使命としています。 

 

＜基本方針＞ 

・製品の安全性は、白金鍍金が最も重視する責任のひとつです。 

・高い品質と安全性を備えた製品をお客様に提供するため、技術開発から設計・生産・品質管理・

サービス提供まで、一貫した体制で取り組みます。 

 

＜コミットメント＞ 

・お客様の期待に応える「安全で高品質な製品」を提供します。 

・関連法令や規格、そしてお客様の基準を確実に守り、正確な製品情報を開示します。 

・各国・地域で適用される安全関連法規・規格については、製品の企画・設計・開発・生産・出荷

の各段階で適合確認を行います。 

・対象法規の特定、該非判定、必要な試験・認証の実施、出荷前の最終確認および記録の保管を

標準プロセスとして管理します。 

・法規改正情報を定期的に収集し、影響評価を実施したうえで速やかに社内基準へ反映します。 

・製品の安全性や品質に関する懸念が生じた場合は、迅速かつ誠実に対応します。 

 

【関連文書】 
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制定／改定／施行年月日 内容 
制定 

改定者 

1 
制定 2024 年 7月 9日 

・新規作成 山崎 
施行 2024年 7月 16日 

2 
制定 2025 年 6月 2日 ・改訂 

山崎 
施行 2025年 6月 17 日 （１）（２）（３）追加 

 

3 

制定 2026年 3月 13 日 （１）◆人間性を尊重した職場づくり内容追加 
山崎 

施行 2026年 4月 1日 （２）◆原価を意識したモノづくり内容追加 

 （２）◆リスク管理追加  

 （２）◆事業継続（BCP）追加  

 （３）内容追加  

 １）＜法令とその精神の遵守＞内容追加  

 １）＜機密情報の適正な管理＞内容追加  

 １）＜知的財産の尊重と保護＞内容追加  

 １）＜輸出入に関する適正な管理＞内容追加  

 １）＜腐敗防止・透明な取引＞内容見直し  

 １）＜反社会的勢力との関係断絶＞追加  

 １）＜不正会計の禁止＞追加  

 ２）＜人権への取り組み＞内容追加  

 ２）＜多様性の尊重・差別・ハラスメントの禁止＞題名

にハラスメント追加、内容追加 

 

 ２）＜児童労働・強制労働の禁止＞内容見直し  

 ２）＜結社の自由と意見表明＞内容追加  

 ２）＜安全で健康的な職場づくり＞内容追加  

 ３）＜温室効果ガス削減＞内容追加  

 ３）＜水資源の保全＞内容追加  

 ３）＜自然との共生＞内容追加  

 ４）内容追加  

 ５）＜情報開示と対話＞内容見直し  

 ６）＜基本方針＞内容見直し  

 ７）＜コミットメント＞内容追加  


